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（取組内容２）
・ペアやグループで意
見交流をさせるとき
に、友達の考えを聞
いてつなげて話させ
る。

（取組内容３）
・授業の最後に、自
分の言葉で振り返りを
書かせる。

（家庭・地域の取組内

容）

・家庭学習内容の充実
・テレビ等の時間を自分
の生活に合わせて調整
する。

（取組指標）
・１時間の授業の中にペ
アやグループで話し合う
時間を設定し、子どもた
ちの発言の様子を把握
することで授業改善に役
立てる。
（検証指標）
「つなげて話すことがで
きた」児童振り返り

（取組指標）
・各担任が教師の示す
視点や条件に沿って振
り返りを書かせ、ノートを
点検し授業改善に役立
てる。
（検証指標）
「自分の言葉で振り返り
を書けた」児童振り返り

（家庭・地域の取組指
標）
・「家庭学習バッチリ週
間」を学期に1回実施す
る。

（取組内容１）
・授業の流れや子ども
の思考の流れがわか
る板書の工夫。

（取組指標）
・板書交流日を設けて
互いの板書の写真を見
合い、改善点を話し合う
ことで授業改善に役立
てる。
（検証指標）
「授業や子どもの思考の
流れがわかる板書をし
ている」教職員意識調
査

【その他の学力向上の取組】
＜基礎学力の定着＞
・全学年、個人カルテの活用
・学び残しの補充学習   ・チャレンジタイムの充実    ・家庭学習の内容について指導

（授業改善テーマ）
　　表現力・実践力を身につけた児童をめざして
（授業改善の重点）
　　・板書の工夫
　　・対話的な学びの場の設定
　　・考えやまとめを書く時間の位置づけ

【授業改善】 【家庭・地域との協働】

（達成指標）
・バッチリ週間記録用
紙提出率100％

○単元末テストで８０点以上を８０％以上、６０点未満を５％未満にする。
○各種学力調査で全国平均以上

大分市立丹生小学校　学力向上プラン１（8月）

１各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
【５年生大分県学力定着状況調査より　R1.4月実施】
    国語知識53.7　活用52.1　算数知識53.1　活用53.2
    理科知識52.5　活用50.9
  ・知識、活用共に全国を上回っている
２授業改善の検証指標に照らし合わせて評価した状
況
  ・自分の考えをノートやワークシートに書いている。97％
  ・自分の考えや意見を友だちに伝えることができている。
                                                      　　           89％

1各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
【５年生大分県学力定着状況調査質問用紙より　R1.4月実
施】
○自己肯定感が高い○規範意識が高い
△思いを伝える力が低い・・友だちの間での話し合いや学校
生活の中での発表をしない傾向にある
△宿題以外の学習習慣がついていない・・予習、復習をしな
い。わからない言葉が出てきても調べない
【１学期の授業の様子より】
△相手の考えを聞いて考える姿勢が身についていない
△事実から考察して自分の意見をまとめて書くことが苦手

学力状況について 学習状況について

１組織的な授業改善の取組状況
　　 ・児童が「楽しい」「わかった」と感じる授業づくりの工夫に取り組んできた。
　　 ・課題設定の仕方の工夫や問題解決的な学習展開を仕組んだ授業を目指した。
２その他の学力向上に向けた指導の取組
    ・弱点を克服するために、チャレンジタイムや週末課題で復習プリントを活用し基礎・基本の定着を図った。
    ・個人カルテを作成し一人ひとりの学習状況を今年度につなげた。


